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この授業は、知識や勉強という言葉には収まらない「学び」を与えてくれた。今の私の一部分を成しているこ
とは確かである。 

 

 

３．今後の生き方 

 来年には就職をする私が、今までの人生の経験や 3 年間大学で学んできたこと、この授業を踏まえ、今後どう
生きていきたいかについて記述する。 

 まずは、問いを持ち続けることである。教育人間学概論をはじめとした多くの講義を通して、現在の自分に
とらわれない生き方をしたいと思った。そのためには、自分の内面の変化に耳を傾け、現在の状態を疑うこと
を恐れず、考え続けることが必要である。「なぜそうなのか」「本当にそうなのか」という問いは、自分が今生
きている世界を超える力を持つと考えている。 

 次に、自分を大切にすることである。他者のために自己犠牲ができる人が素晴らしいと思い込んでいた時期
があった。その考えを改めたのは、自分がいないと他者を想う気持ち自体が成り立たないという基本的なこと
に気づいたからである。自分を大切にすることこそが、他者と共に生きるための土台となる。こうした考えを
基に、自分の幸せを追求する生き方を模索中である。 

 最後に、「個人」を尊重することである。自分も他者も、それぞれに考えがあり、背景があり、生き方がある。
ときには、分かり合えないこともある。むしろ、分かり合えないことの方が多いのかもしれない。それでも、
分からないからと簡単に諦めず、他者を受容し、自分の地平を広げていくことで、共約不可能だと思われるこ
とを乗り越える試みをしたいと考えている。 

 
 

(さとうあかね 京都大学教育学部) 
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